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博報堂ＤＹメディアパートナーズ、 

dApps ゲーム領域における新規事業開発を⾏うプロジェクト「PlayAsset」を組成 
東京理科⼤発のスタートアップ Shinonome 社と協業し、 

ゲームを遊ぶことが価値になる世界の実現を⽬指す 
 

 
 株式会社博報堂ＤＹメディアパートナーズ（本社：東京都港区、代表取締役社⻑：⽮嶋弘毅 以下、博報堂
ＤＹメディアパートナーズ）は、株式会社 Shinonome（本社：東京都新宿区、代表取締役社⻑：種市隼兵 
以下、Shinonome）と協業し、今後市場の成⻑が期待できる dApps ゲーム領域において、ブロックチェーン技術を
活⽤した新規事業開発を⾏うプロジェクト「PlayAsset（プレイアセット）」を組成し、ゲームを遊ぶことが価値になる世
界の実現を⽬指します。 
 

 
 

dApps とは、Decentralized Applications の略称で、中央管理者が存在せず、不特定多数の者が⾃律分散的
に⾏動することで全体のシステムが機能する⾃律分散型アプリケーションの総称です。広義の意味では暗号通貨の分散
型取引所なども含まれる、近年注⽬の集まっている領域です。⽇本において dApps は、ブロックチェーン技術を組み込ん
だゲーム群の総称として少しずつ認知が広がっており、dApps ゲームとも呼ばれます。 
 

「PlayAsset」は、「ゲームを遊ぶことが資産や価値になる世界を実現したい」という思いを込め、「Play to Asset」をミ
ッションとして、東京理科⼤学発のスタートアップの Shinonome を技術パートナーとし、ブロックチェーン業界の有識者な
どと連携しながら、dApps ゲームの成⻑を妨げている現状の課題を解決するための新規プロダクト開発を⾏います。 

具体的には、現在暗号通貨でしか課⾦できない dApps ゲームに対して、法定通貨での課⾦を可能にする決済シス
テムの構築や、dApps 開発のための基盤機能の整備・開発、および機能の API 化による開発の簡略化を⽬指します。
2019 年内を各種プロダクトの開発及びテストマーケティング期間と設定し、実際に複数のプロダクトを市場に投⼊して実
証実験を⾏いながら、実⽤性や事業性の検証を進めると同時に、将来的にはゲームだけにとどまらない dApps ビジネス
の可能性を模索し、新規事業の⽴ち上げを⽬指します。 
 
 
 
【本件に関するお問い合わせ】 
博報堂ＤＹメディアパートナーズ 広報室 ⼭崎・⼭碕 TEL: 03-6441-9347 



＜dApps ゲームの特徴と可能性＞ 
dApps ゲームの最⼤の特徴は、既存ゲームとは異なり、ゲームを遊ぶことで⼿に⼊れたキャラクターを暗号通貨と価値交
換可能である点で、これらの特徴は、既存のゲームが提供してきたユーザー体験を⼀新する可能性があります。dApps
ゲームはビジネスとしての成⻑が期待できる領域ですが、まだまだ黎明期ということもあり、法定通貨で課⾦できないことや、
dApps の開発基盤が未整備など、多くの課題があるのが現状です。 
 
「資産性」 改ざん不可というブロックチェーンの特徴をゲームキャラクターに適⽤することで、ユーザー同⼠の直接交換が可

能になり、その結果、希少性が⽣じます。キャラクターの希少性によって、資産価値が発⽣する可能性があり
ます。 

 
「代替性」 ゲーム内で保有するキャラクターやアイテムによって得た価値を、別のゲームでのキャラクター取得に活⽤するこ

とができます。 
 
「拡張性」 パブリックブロックチェーンを活⽤している dApps ゲームのキャラクターやアイテムを使⽤し、運営会社以外が新

しいゲームなどの⼆次開発が可能です。 
 
 
 
＜ Shinonome 概要＞ 
 

 
 
所在地: 東京都千代⽥区飯⽥橋 4-10-1 セントラルプラザ 2F 東京理科⼤学オープンカレッジ Room7 

代表者: 種市隼兵（代表取締役社⻑） 

業務内容: 東京理科⼤学インベストメント・マネジメントからの⽀援を受け東京理科⼤学発ベンチャーとして複数の提
携⼤学への学内テクノロジー教育の提供およびソフトウェア研究開発を⾏っています。 

 
 
 


